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①コミュ二ティ・スクールが可能に
する地域課題の解決と地域活性化
②ネットワーク型公民館の役割

キーワード

スライド視聴



3年生になって学ぼう外国語活動

子どもと学ぼう＆カレーライスとサロンの日

～3年前から、単なる支援を超えて、

地域と連携・協働へ～



「やまぐち型地域連携
教育」推進の車の両輪

これまで～２０１７年（平成２９年度）

コミュニティ･スクールを核とし､地
域をネットワーク化して地域総がかり
で子どもの教育にあたる仕組み。
→ の仕組みを生かす。

統括コーディネーター
役を公民館が



２０１８年度（昨年度）からの模式図

これからの１０年の模式図新指導要領にそった模式図



公民館は生涯学習の拠点のみでなく、
地域づくりの拠点としての機能することが求められている

油谷中央公民館・公民館運営協議会

ネットワーク型公民館づくり

地域課題 高齢化率５３％のまちの活性化

高齢化（地区社協）＝健康寿命の延伸

学校＝学校を核とした地域づくり
「学校を子どもと住民の学びの共同体」の場に

つなぎ、結び、生かし生かしあう

つなぐ、結ぶ、活かし活かしあう関係づくり

コミュニティ・スクールを核とした地域のネットワークの強化による

人づくり･地域づくりの好循環を創出する



○学校の願い

「地域と共にある学校づく
り→学校を核とした地域づ
くり」の事業

～学校は子どもと住民の
学びの共同体～

○公民館の願い「つ
なぎぐ・結ぶ・生かし
生かしあう関係の構
築（ネットワーク型公
民館づくり）」の事業

○地区社協の願い
「健康寿命を延ばし認
知症を防ぐ（頭・体・
社会参画）」の事業

子どもと学ぼう



子どもと学ぶ



男性の作るカレーライス



サロン（子どもと共に）





苦難の道を歩むであろう子どもたちの将来に
責任を持って、今を生きる教師として、地域
の大人として、

住民同士が「つな
がり、結び、活か
し活かしあい」な
がら楽しく集う姿

今を生きる真摯な姿

を子どもたちに直接見せて
おくことが大事な時代に
なってきている



コーディネータとして見えてきた仕掛け

→ コーディネータとして大切にしている手立て

１，「支援しなければならないから」ではなく「楽しいから支援する」
「学校へ行かねばならないから」ではなく「楽しいから学校へ行く」への意識転換

２，地域には、様々に活動しておられ、得意技を持っておられる方々が沢山おられる。
そんな地域の得意技を持っておられる人に「出番と役割」を準備し、「生きがい感」に訴
え活動に誘う。

３，物事が習慣化する仕組みの３要素「認知」「行動」「感情」要因に働きかける。
→住民には、最も大切な「感情的要因＜楽しいだろうな＞」と思わせる。そして「行的
要因＜結果として楽しかった＞」へ誘う。さらに「認知的要因＜ああいいこと、素晴
らしいことなのだ＞」へと導きたい。～

＊そのためには、成果の「可視化（見える化）」を図ることが大切となる。

４，Ｎｅｖｅｒ ａｃｔ Ｎｅｖｅｒ ｉｎ（働きかけないところに参加はない）
→不特定多数への働きかけでなくでなく、「あなた」に働きかける。（情報はナサケ
のシラセである）

＊働きかけは「人」にだけでなく、事業や内容にも働きかけバージョンアップして行く。

等々


